
 

令和８年度 赤間保育園第三者委員会の報告 

 

保護者の皆さまからいただいたご意見・ご要望・苦情に学び、保育の信頼関係の充実に努めます。 

 

令和７年度赤間保育園では、第三者委員会を、下記の通り開催いたしました。 

１．開催日時 

 ①令和７年 １１月 ２５日（火）９：１５～１０：００ 

 ②令和８年  ４月 ２４日（金）１６：００～１６：５５  ＊どちらも、リモートによる開催 

 

２．苦情・要望件数 

 ①前期（４月～９月）②後期（１０月～３月）の保護者からの「意見・要望・苦情」として３件。その内容と、対応について報告し、今後の課題改善に向けた取り

組みについて確認・共有をいたしました。なお、この１年間、保護者からの第三者委員への直接の相談はありませんでした。 

 

３．出席者 

 ①前期 

竹下秀俊委員、永渕美香子委員、小方圭子園長、桑野直巳副園長、塚田叔子副園長、 

主任保育士 次郎丸美紀、主任栄養士 寺山沙希 

 ②後期 

永渕美香子委員、下田和子委員、小方圭子園長、桑野直巳園長代理、塚田叔子副園長、 

主任保育士 次郎丸美紀、主任栄養士 寺山沙希 

 

４．報告内容 

 ①意見・要望・苦情内容 

１）他児による噛みつきついて 

２）保育者の対応への不満について 

３）他児による噛みつきついて 

  

５．第三者委員の方々からの助言 

 ①保育園は誠実な対応、充分な配慮を行っていると思う。園全体でサポートを行う体制が整っている。ご意見・ご要望を多くいただく保護者に、どこ 

まで関わっていくのか、どのように付き合っていくのかを、園長先生と副園長先生、主任の先生で常に共有しておくべきである。 

 

 ②保護者対応に関しては、経験のある職員から経験の少ない職員への助言や指導が必要不可欠である。 

 

③保護者が園以外でも安心して悩みを相談できる環境づくりを臨む。園以外の第三者が保護者の相談に対応することで、様々な角度から助言等ができ、保護者の 

不安解消につながることが期待できる。 

 

６．具体的な改善に向けて 

  第三者委員の方々よりいただいたご意見を基に、赤間保育園では問題の早期解決に向け、直ちに関係職員で話し合いを持ちました。２回にわたる第三者委員会 

での検討を経て、下記のことについて全職員で確認・共有しました。 

 

①園内で起きた怪我に関しては、認識の違いがあってはいけない為、怪我の大小に関わらず、速やかに主任または副園長、園長代理に報告をし、怪我の 

処置をすることを園のルールとしている。 

 

②どの時間帯であっても、玩具を使用して保育をする際、その遊びの場に関わる・全体を見守る職員が必要である。 

 

③令和８年度の４月よりカスタマーハラスメントについての方針を新たに打ち出し、入園のしおりに記載し、新入園児説明会の際に、保護者に伝えてい 

る。 

 

 

利用者（保護者）アンケートの結果（令和８年３月１３日～２２日実施）については、ホームページにて報告いたします。 

 

                                                                   以上 


